
最
初
の
解
剖
（
四
月
一
日
）
が
じ
つ
に
ト
ク
．
、
ヘ
ル
ツ
の
御
遺
体
で
あ
っ
た
。
江
頭
靖
之
先
生
の
お
手
伝
い
を
し
た
。
そ
の
五
、
六
年
前
、
や
ヘ

ル
ツ
博
士
が
「
父
と
な
り
ぬ
。
妻
花
は
余
に
一
男
児
を
贈
っ
た
」
と
書
い
た
、
そ
の
男
児
で
あ
る
。
い
ま
剖
検
記
録
を
染
る
と
、
「
死
後
五
二

時
間
三
○
分
」
と
あ
り
、
そ
の
頃
の
状
況
が
思
い
出
さ
れ
る
。
空
襲
下
の
東
京
で
断
水
が
続
き
、
交
通
も
ま
ま
な
ら
ぬ
日
食
だ
っ
た
。

室
へ
通
っ
た
。

院
）
の
柳
沢
謙
、
益
子
義
教
生

レ
ー
ス
を
教
わ
っ
た
り
し
た
。

四
五
年
の
三
月
、
仮
卒
業
岸

草
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
う
い
う
題
で
御
依
頼
を
頂
い
て
光
栄
に
思
っ
た
。
同
時
に
も
う
回
顧
と
い
う
歳
か
と
驚
い
た
。
医
史
学
へ
の
関
心
は
、
私
に
と
っ
て
、
い

つ
も
医
学
へ
の
関
わ
り
合
い
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
医
史
学
と
私
」
は
私
の
医
学
生
活
を
語
る
こ
と
に
な
る
。
恥
を
顧
み
ず
、
駄
文
を

東
大
医
学
部
へ
入
っ
た
の
は
一
九
四
二
年
で
あ
っ
た
。
厚
生
省
の
委
託
生
と
し
て
学
資
を
頂
い
た
縁
で
、
厚
生
科
学
研
究
所
（
公
衆
衛
生

）
の
柳
沢
謙
、
益
子
義
教
先
生
ら
に
結
核
の
集
団
検
診
に
加
え
て
頂
い
た
り
、
結
核
研
究
所
で
岩
崎
龍
郎
先
生
に
気
管
支
・
肺
血
管
の
卜

一
卒
業
前
後
Ｉ
病
理
学
入
門
Ｉ

医
史
学
と
私

仮
卒
業
に
な
り
、

鈴
木
遂
教
授
、
三
宅
仁
助
教
授
（
当
時
）
の
許
可
を
え
て
、
同
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
ま
で
病
理
学
教

梶
田
昭

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
三
号

平
成
二
年
七
月
三
十
日
発
行
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話
は
戻
る
が
、
四
五
年
八
月
二
十
四
日
に
は
、
原
子
爆
弾
に
よ
る
死
亡
例
の
解
剖
が
あ
っ
た
。
広
島
で
被
爆
さ
れ
た
、
移
動
劇
団
の
女
優
さ

ん
で
、
三
宅
助
教
授
が
執
刀
さ
れ
た
。
数
年
前
、
劇
団
の
記
録
が
本
（
『
桜
隊
全
滅
』
未
来
社
）
に
な
っ
た
と
き
、
資
料
を
提
供
し
た
。
八
月

末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
東
大
の
調
査
団
の
ひ
と
り
に
し
て
頂
き
、
宇
品
で
原
爆
死
の
剖
検
を
二
○
例
ほ
ど
経
験
し
た
。
こ
の
調
査
団
に
つ

い
て
は
『
最
新
医
学
』
二
○
巻
、
九
号
の
座
談
会
で
三
宅
先
生
が
話
さ
れ
て
い
る
。

病
理
学
教
室
の
在
籍
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
剖
検
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
松
本
武
四
郎
、
諏
訪
紀
夫
先
生
に
出
逢
っ

を
思
い
出
し
た
。

話
は
戻
る
が
、

金
属
鉱
山
の
珪
肺
に
つ
い
て
多
少
の
予
備
知
識
を
持
っ
て
行
っ
た
。
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、
毎
日
の
診
療
で
は
腹
痛
が
多
か
っ
た
。
あ
れ

は
回
虫
の
た
め
だ
っ
た
の
か
、
一
日
に
一
○
件
か
ら
二
○
件
、
坑
夫
社
宅
を
、
痛
ゑ
ど
め
の
注
射
を
し
て
歩
く
日
が
続
い
た
。

珪
肺
に
つ
い
て
は
、
本
山
分
院
の
小
林
袈
裟
夫
先
生
が
長
年
こ
つ
こ
つ
診
療
さ
れ
、
資
料
も
お
持
ち
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
そ
の
年
の
八

月
に
珪
肺
の
剖
検
第
一
例
を
経
験
し
、
十
二
月
か
ら
翌
四
七
年
初
頭
に
か
け
て
、
珪
肺
の
集
団
検
診
を
実
行
し
た
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
当
時
の
社
会
情
勢
（
会
社
も
労
働
組
合
も
協
力
し
て
く
れ
た
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
小
林
先
生
の
蓄
積
が
力
に
な
っ
た
。

た
。
東
京
は
焼
け
野
原
だ
っ
た
‐

医
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
い
た
。

た
こ
と
も
、
貴
重
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

一
昨
年
（
八
八
年
）
七
月
、
た
ま
た
ま
友
人
、
鈴
木
圭
介
（
歴
史
学
者
、
元
東
大
教
授
）
・
三
枝
子
（
箕
作
元
八
の
孫
）
夫
妻
ら
と
、
ベ
ル

ッ
夫
人
花
さ
ん
の
菩
提
寺
、
豊
川
市
西
明
寺
を
訪
ね
、
住
職
の
永
田
釣
山
、
副
住
職
の
恵
照
氏
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
て
、
こ
の
解
剖

正
式
に
卒
業
し
た
の
は
一
九
四
五
年
九
月
。
物
療
内
科
を
経
て
、
翌
四
六
年
の
七
月
、
古
河
鉱
業
・
足
尾
鉱
業
所
の
附
属
病
院
に
赴
任
し

＠
東
京
は
焼
け
野
原
だ
っ
た
し
、
鉱
山
と
い
う
未
知
の
世
界
に
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
物
療
内
科
か
ら
、
す
で
に
蓬
来
信
勇
氏
が
内
科

二
足
尾
銅
山
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『
科
学
史
研
究
』
第
二
○
号
（
一
九
五
一
）
に
は
「
看
護
の
歴
史
」
を
発
表
し
た
。

東
療
は
砂
原
茂
一
先
生
が
所
長
だ
っ
た
。
当
時
の
清
瀬
で
は
、
宮
本
忍
、
北
錬
平
、
島
村
喜
久
治
氏
ら
が
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
『
健
康
会
議
』

と
い
う
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
、
私
も
「
足
尾
銅
山
」
（
一
九
五
○
・
五
）
、
ヲ
フ
タ
ー
ヶ
ア
の
現
状
」
（
五
一
・
一
二
）
、
「
日
本
の
結
核
患
者
」
（
五

上
京
し
て
間
も
な
く
、
い
き
さ
つ
は
忘
れ
た
が
、
星
野
芳
郎
氏
を
介
し
て
ア
グ
リ
コ
ラ
の
『
デ
・
レ
・
メ
タ
リ
カ
』
を
借
用
し
た
。
ど
な
た

の
蔵
書
だ
っ
た
の
か
、
い
ま
思
い
出
せ
な
い
。
私
は
「
珪
肺
の
歴
史
」
を
『
科
学
史
研
究
』
に
投
稿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
に
科
学
史

学
会
の
例
会
で
発
表
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
、
会
場
の
岩
波
書
店
へ
出
か
け
て
い
っ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
五
○
年
二
月
二
十
五
日
の
こ

と
。
私
は
出
席
者
に
菅
井
準
一
氏
の
お
顔
を
発
見
し
て
お
お
い
に
緊
張
し
た
。
そ
の
約
一
○
年
前
、
旧
制
浦
和
高
校
の
生
徒
と
し
て
、
私
は
こ

の
『
科
学
史
の
諸
断
面
』
の
著
者
の
講
演
を
拝
聴
し
た
の
で
あ
る
。
「
珪
肺
の
歴
史
」
は
、
「
科
学
史
研
究
』
第
一
五
号
（
一
九
五
○
）
に
掲
載

の
『
科
華

さ
れ
た
。

私
は
四
七
年
四
月
、
第
二
回
産
業
医
学
会
（
京
都
）
で
集
団
検
診
の
成
績
を
発
表
し
た
（
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
珪
肺
罹
患
の
実
態
」
『
産
業

衛
生
』
二
巻
二
号
、
一
九
四
七
）
。
暉
峻
義
等
先
生
も
足
尾
に
来
ら
れ
た
。
通
洞
駅
か
ら
の
先
生
の
電
話
を
、
夕
方
、
病
院
で
受
け
て
驚
い
た

記
憶
が
あ
る
。
剖
検
は
、
二
年
間
に
六
例
（
珪
肺
は
五
例
）
経
験
し
た
。
解
剖
用
の
刃
物
は
町
の
金
物
屋
で
調
達
し
た
。
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
や
染

色
剤
を
苦
労
し
て
整
え
た
が
、
つ
い
に
組
織
標
本
は
一
枚
も
出
来
な
か
っ
た
。

四
八
年
七
月
、
私
は
清
瀬
の
国
立
東
京
療
養
所
（
東
療
）
に
移
っ
た
。
四
九
年
春
の
日
本
病
理
学
会
（
福
岡
）
で
「
珪
肺
症
に
関
す
る
病
理

学
的
研
究
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
と
き
は
伝
研
の
草
野
信
男
先
生
に
ず
い
分
お
世
話
に
な
っ
た
。
数
年
後
か
ら
は
、
労
働
省
で
組
織
し
た
珪
肺

の
班
研
究
の
委
員
に
な
っ
た
。
私
は
主
に
、
珪
肺
と
結
核
の
関
連
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
「
珪
肺
と
結
核
」
『
日
本
臨
床
結
核
』
八
巻
（
一
九

四
九
）
は
、
こ
の
方
面
の
私
の
処
女
作
で
あ
っ
た
。

三
清
瀬
村
の
九
年
間
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二
・
三
）
、
「
日
本
の
結
核
百
年
史
」
（
五
三
・
一
お
よ
び
二
）
な
ど
を
書
い
た
。
島
村
・
宮
本
監
修
『
結
核
の
事
典
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
五

三
）
に
は
「
結
核
を
な
く
す
た
め
に
」
の
章
を
分
担
し
た
。

四
九
年
、
肺
切
除
術
が
始
ま
っ
た
。
江
波
戸
俊
弥
君
と
共
同
し
て
切
除
肺
を
調
べ
、
結
核
の
主
病
巣
が
濃
縮
空
洞
と
い
う
形
で
長
期
に
推
移

す
る
こ
と
を
観
察
し
た
（
『
日
本
臨
床
結
核
』
九
巻
、
一
九
五
○
）
。

『
科
学
史
研
究
』
の
縁
で
は
、
星
野
氏
の
す
す
め
で
『
科
学
技
術
史
年
表
』
の
作
成
に
参
加
し
た
。
私
は
二
○
世
紀
医
学
史
を
分
担
し
た
。

年
表
は
、
平
凡
社
『
理
科
事
典
』
第
一
九
巻
（
一
九
五
三
）
と
な
り
、
の
ち
単
行
本
（
五
六
）
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
頃
『
科
学
の
学
校
』
（
岩
波
、
一
九
五
四
）
に
も
結
核
症
の
項
を
執
筆
し
、
リ
ッ
チ
『
結
核
症
の
病
理
発
生
論
』
の
翻
訳
（
隈
部
英
雄

訳
、
岩
波
、
五
四
’
六
）
を
、
北
先
生
と
一
緒
に
手
伝
っ
た
。
五
六
年
こ
ろ
か
ら
、
私
は
療
養
所
を
辞
め
る
つ
も
り
に
な
っ
た
。
今
の
衣
を
脱

ぎ
す
て
よ
う
、
と
決
心
し
た
。
そ
の
あ
と
、
「
社
会
」
と
い
う
言
葉
の
呪
縛
か
ら
だ
ん
だ
ん
離
れ
た
の
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
目
指
し
た
こ
と

ぎ
す
て
よ
う
、
と
決
心
し
《

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
療
養
所
か
ら
ゑ
た
結
核
の
問
題
点
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
七
○
○
号
（
一
九
五
六
）
を
書
い
た
の
が
最
後
に
な
っ
た
。
ま
た
以
前
か
ら
書

き
た
め
て
あ
っ
た
「
珪
肺
と
結
核
」
を
、
『
結
核
選
書
』
の
最
終
巻
と
し
て
、
医
学
書
院
か
ら
出
版
（
一
九
五
七
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
砂

原
先
生
は
出
版
を
斡
旋
し
て
下
さ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
長
文
の
紹
介
を
『
医
学
界
新
聞
』
四
月
二
十
九
日
号
に
執
筆
し
て
下
さ
っ
た
。

五
七
年
の
四
月
、
東
北
大
学
の
研
究
生
と
し
て
赤
崎
兼
義
教
授
の
病
理
学
教
室
に
入
れ
て
頂
い
た
。
私
は
三
十
四
歳
に
な
っ
て
い
た
。
偶
然

で
あ
っ
た
が
、
同
じ
四
月
、
岡
本
耕
造
教
授
の
後
任
と
し
て
、
駒
込
病
院
か
ら
諏
訪
先
生
が
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

す
べ
て
が
新
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー
の
『
一
般
病
理
学
竺
狩
①
日
命
目
⑦
闘
吾
ｏ
盲
唱
。
』
が
私
の
愛
読
言
に
な
っ
た
。
職
業
と
し

て
の
病
理
学
で
、
腫
瘍
病
理
学
（
い
わ
ゆ
る
組
織
診
断
学
）
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
に
驚
い
た
。

四
東
北
大
学
医
学
部
・
労
働
省
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六
○
年
四
月
、
労
働
省
の
労
働
衛
生
研
究
所
へ
移
っ
た
。
珪
肺
で
古
い
お
付
き
合
い
の
先
輩
、
坂
部
弘
之
博
士
が
呼
ん
で
下
さ
っ
た
。
同
時

に
、
松
本
教
授
の
御
配
慮
で
、
東
京
女
子
医
科
大
学
の
非
常
勤
講
師
に
し
て
頂
い
た
。
一
年
の
ち
、
女
子
医
大
へ
正
式
に
移
籍
し
た
。
動
物
実

験
よ
り
人
間
を
対
象
に
し
た
か
っ
た
し
、
塵
肺
だ
け
で
は
な
く
、
生
理
・
病
理
の
機
構
を
広
く
扱
い
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
生
理
・
病
理
の
機
構
と
い
っ
て
も
、
手
段
は
病
理
解
剖
し
か
な
い
。
当
時
、
手
段
の
制
約
に
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
。
松
本
・
諏
訪

病
理
学
の
魅
力
は
そ
ん
な
に
も
強
か
っ
た
。

六
○
年
の
結
核
病
学
会
で
、
赤
崎
先
生
が
「
肺
線
維
症
」
の
報
告
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
肺
線
維
症
の
概
念
の
発
展
過
程
を
調
べ
て
い

た
。
そ
の
前
後
か
ら
、
私
は
諏
訪
先
生
の
論
文
を
読
む
機
会
が
ふ
え
た
。
し
か
も
そ
れ
に
関
連
し
て
、
先
生
の
考
え
を
毎
日
の
よ
う
に
伺
え

る
、
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
病
理
学
に
「
方
法
」
を
感
じ
た
の
は
そ
れ
が
始
め
で
あ
っ
た
。
「
方
法
」
と
は
、
内
部
に
ひ
そ
ん
だ
歴
史
で

あ
っ
た
。
諏
訪
先
生
に
は
、
の
ち
の
『
器
官
病
理
学
』
（
一
九
六
八
）
の
第
一
章
「
器
官
病
理
学
の
基
礎
理
論
」
の
原
形
に
あ
た
る
草
稿
も
読

ま
せ
て
頂
い
た
。
松
本
武
四
郎
先
生
に
も
別
刷
を
頂
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
読
ん
で
と
く
に
感
銘
深
か
っ
た
の
は
、
次
の
二
論
文
で
あ
る
。

切
目
菖
脚
〕
ｚ
・
叩
貝
の
昌
○
８
ヶ
○
］
○
唱
い
○
胃
①
門
屋
ご
巳
侭
①
号
四
国
ｇ
胃
○
房
目
①
昌
鄭
日
島
○
日
切
．
少
の
国
弓
画
昏
．
］
§
・
ぐ
巳
．
、
命
匡
で
豆
・
）
つ
い
田
》

進
展
に
つ
い
て
」
『

し
た
論
文
で
あ
る
。

珪
肺
に
つ
い
て
は
、
三
菱
の
尾
去
沢
、
生
野
鉱
山
か
ら
教
室
へ
標
本
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
そ
の
検
索
を
い
い
つ
か
っ
た
。
「
珪
肺
症
の

展
に
つ
い
て
」
『
最
新
医
学
』
一
四
巻
（
一
九
五
九
）
は
、
私
が
は
じ
め
て
顕
微
鏡
を
の
ぞ
き
な
が
ら
考
え
、
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
表
現

①
、

冨
旦
皆
目
０
８
〕
弓
．
酌
ご
胃
試
．
ｇ
］

（
、
巨
己
で
］
．
）
で
。
↑
、
①
》
］
ぬ
、
『
。

房
④
、
、
．

■
■

ｇ
自
侭
①
両
晶
ｏ
面
⑦
冒
冒
］
鳴
さ
貝
昌
①
目
堅
胃
旨
］
言
昌
旨
一
日
。
ご
匙
⑦
ロ
国
鳥
昌
胃
ご
目
閉
ａ
国
営
叩
シ
ｏ
国
覇
崇
昏
．
鴬
９
．
ぐ
○
一
．
『

■
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六
九
年
に
「
臓
器
体
制
と
病
変
」
一
肺
、
二
心
・
血
管
、
三
消
化
器
を
『
臨
床
科
学
』
に
、
七
二
年
に
「
血
液
の
病
理
序
説
」
、
「
構

造
と
し
て
の
脳
」
を
、
『
生
物
科
学
』
に
書
い
た
。
七
五
年
に
は
、
「
東
西
医
学
を
結
ぶ
会
」
で
「
水
の
病
理
学
」
を
話
し
た
（
『
東
洋
医
学
』

四
三
号
）
。
三
木
成
夫
教
授
、
伊
沢
凡
人
博
士
の
御
紹
介
に
よ
る
。
こ
れ
ら
は
『
小
病
理
学
』
（
南
山
堂
、
一
九
七
八
）
の
基
礎
に
な
っ
た
。
さ

さ
や
か
な
本
だ
が
、
こ
の
「
私
の
病
理
学
」
を
書
く
の
に
（
仙
台
か
ら
数
え
て
）
二
○
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

七
四
年
五
月
か
ら
七
八
年
七
月
ま
で
、
九
回
に
わ
た
っ
て
「
医
学
史
お
ぼ
え
が
き
」
を
『
病
体
生
理
』
に
連
載
し
た
。
旧
知
の
伊
藤
一
良
氏

の
御
依
頼
で
あ
っ
た
。
一
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
周
辺
」
、
二
「
魔
法
と
科
学
と
」
、
三
「
種
子
島
か
ら
解
体
新
書
ま
で
」
、
四
「
ル
ネ
サ
ン
ス
・

一
七
世
紀
」
、
五
コ
八
世
紀
」
、
六
「
細
胞
病
理
学
以
前
」
、
七
「
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
の
想
像
的
対
話
」
、
八
「
病
気
の
生
物
学
序
説
」
、
九
「
病

気
の
生
物
学
序
説
（
続
）
」
、
と
い
う
順
だ
っ
た
。
モ
チ
ー
フ
は
必
ず
し
も
一
貫
し
な
か
っ
た
が
、
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
。

こ
の
別
刷
を
お
送
り
し
た
の
が
縁
だ
っ
た
と
思
う
が
、
川
喜
田
愛
郎
先
生
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
モ
ル
ガ
ー
’
一
、
ポ
ネ
、
フ
ェ
ル
ネ
ル
な
ど

の
原
著
を
見
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
は
驚
異
で
あ
っ
た
。
医
学
史
は
、
原
典
を
読
ん
だ
分
し
か
ほ
ん
と
う
の
勉
強
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
、
と
感

た
◎

七
八
年
か
ら
二
年
間
、
諏
訪
先
生
が
客
員
教
授
と
し
て
来
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
『
病
理
形
態
学
原
論
』
（
一
九
八
一
）
を
お
書
き
に
な
っ
た

時
期
だ
っ
た
の
で
、
私
も
門
前
の
小
僧
と
し
て
、
構
築
の
幾
何
学
を
か
じ
ら
せ
て
頂
い
た
。
ル
イ
ス
の
論
文
Ｐ
の
言
い
》
国
目
〕
甲
。
。
．
シ
日
９
．

シ
⑤
鼠
．
胃
誘
ｍ
昌
罷
》
四
国
》
己
認
）
で
、
昌
邑
。
胃
房
弓
言
。
ｑ
と
い
う
言
葉
を
見
て
気
付
い
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
は
細
胞
を
核
テ
リ
ト
リ
ー
と

ボ
レ
ル
」
つ
た
０

一
九
六
四
年
に
、
第
二
病
理
学
教
室
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
慢
性
の
人
手
不
足
で
、
解
剖
と
講
義
に
追
わ
れ
る
日
々
で
あ
っ
た
。

一
九
六
○
年
か
ら
八
七
年
ま
で
、
女
子
医
大
の
病
理
解
剖
は
一
○
三
七
一
体
、
私
が
メ
ス
を
と
り
、
記
録
し
た
の
は
、
う
ち
九
五
一
体
で
あ
っ

五
女
子
医
大
の
日
々
に
ｌ
『
小
病
理
学
』
・
『
細
胞
病
理
学
』
Ｉ
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し
て
定
義
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
細
胞
テ
リ
ト
リ
ー
と
い
っ
た
と
き
、
そ
の
目
は
組
織
を
見
て
い
る
目
、
多
細
胞
体
制
を

見
て
い
る
目
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
組
織
説
に
基
礎
を
お
い
た
」
細
胞
病
理
学
な
の
で
あ
っ
た
。

私
は
「
組
織
単
位
の
形
態
に
つ
い
て
、
一
、
二
、
三
報
」
（
『
東
女
医
大
誌
』
五
○
巻
、
一
九
八
一
、
お
よ
び
五
一
巻
、
八
二
）
を
書
い
た

が
、
三
報
で
は
、
ビ
シ
ャ
と
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
、
い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
「
病
気
を
空
間
化
」
（
い
冨
冒
房
①
己
騨
冒
騨
自
Ｐ
ｇ
ｎ
）
し
た
か
を
述

べ
た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
論
文
は
な
つ
か
し
い
。

八
二
年
こ
ろ
か
ら
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
に
、
ゥ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
こ
と
、
古
典
の
紹
介
、
細
胞
病
理
学
の
こ
と
、
ビ
シ
ャ
「
諸
膜
論
」
の

訳
な
ど
、
投
稿
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
八
二
年
に
は
、
雑
誌
Ｏ
Ｍ
Ｒ
（
オ
リ
ン
パ
ス
）
に
「
近
代
病
理
学
の
成
り
立
ち
」
と
い
う
一
文

を
草
し
た
。
た
し
か
酒
井
シ
ヅ
先
生
の
御
推
薦
と
聞
い
た
。

『
講
談
社
・
医
科
学
大
事
典
』
（
一
九
八
二
’
八
三
）
に
は
ア
ル
チ
ュ
ス
他
九
項
目
、
『
小
学
館
・
日
本
大
百
科
全
書
』
（
一
九
八
四
’
八
九
）

に
は
ア
シ
ョ
フ
他
一
二
項
目
を
担
当
し
た
。

八
二
年
の
冬
、
小
川
鼎
三
教
授
か
ら
、
谷
口
財
団
医
史
学
部
門
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
裾
野
、
八
三
年
九
月
）
の
お
誘
い
を
頂
い
た
。

両
且
昌
ぐ
胃
冒
葛
鈎
目
ぽ
い
２
の
。
①
い
い
○
場
（
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
そ
の
後
継
者
た
ち
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
た
。
科
学
史
学
会
に
同
じ
題
で
発

表
し
て
（
三
○
回
例
会
、
八
三
年
五
月
）
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
そ
の
他
の
準
備
の
こ
と
は
「
病
理
学
史
の
一
断
面
」
（
『
生
命

の
科
学
』
中
山
書
店
月
報
、
八
六
年
十
一
月
）
に
書
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
公
式
記
録
は
谷
口
財
団
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
年
、
『
細
胞
病
理
学
ｇ
旨
宮
９
画
号
巳
。
唱
旦
（
初
版
）
を
翻
訳
し
、
川
喜
田
先
生
の
御
好
意
で
出
版
も
で
き
た
（
朝
日

出
版
社
、
一
九
八
八
）
。
翻
訳
か
ら
出
版
ま
で
日
数
が
た
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
定
年
の
記
念
に
な
っ
た
。

八
七
年
六
月
、
「
疾
病
観
の
変
遷
’
一
病
理
学
者
の
目
‐
｜
と
題
し
て
科
学
史
学
会
（
三
四
回
例
会
）
に
発
表
し
た
。
講
演
要
旨
集
か
ら
そ
の

六
記
号
論
と
し
て
の
病
理
学
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大
要
を
転
載
す
る
。

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
お
よ
そ
こ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
六
年
の
冬
か
ら
言
語
学
の
本
に
親
し
ん
で
、
そ
れ
が
こ
う
い
う
扱
い
の
ぎ
っ

戦
争
で
中
止
さ
れ
た
日
本
病
理
学
会
（
一
九
四
四
）
は
、
鈴
木
遂
「
腸
チ
フ
ス
の
病
理
」
が
宿
題
報
告
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
。
鈴

木
は
敗
戦
の
翌
日
に
他
界
し
た
が
、
門
下
と
し
て
そ
の
仕
事
に
参
加
し
た
人
為
は
、
戦
後
の
病
理
学
の
指
導
者
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と

り
、
諏
訪
紀
夫
は
、
一
九
五
四
年
の
論
文
「
血
漿
蛋
白
の
病
理
学
的
解
釈
」
（
『
最
新
医
学
』
九
巻
六
号
）
の
中
で
、
「
病
気
が
理
解
さ
れ
る

と
い
う
事
は
病
的
な
も
の
が
生
理
的
な
も
の
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
事
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
と
、
「
病
気
に
よ
る
差
別
と
い
う
も
の
は
そ

の
意
味
が
理
解
さ
れ
た
だ
け
消
失
し
て
行
く
」
は
ず
だ
、
と
書
い
た
。
病
気
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
化
を
示
す
細
胞
群
の
、
条
件
に
対
す
る

態
度
」
に
帰
着
す
る
。
Ｉ
い
わ
ゆ
る
生
理
学
的
医
学
が
、
・
邑
旦
。
唱
邑
な
疾
病
観
と
は
っ
き
り
一
線
を
画
し
て
主
張
さ
れ
た
の
は
、
わ

が
国
で
は
こ
の
論
文
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
も
う
ひ
と
つ
の
病
理
学
が
あ
っ
た
。
岡
治
道
、
隈
部
英
雄
ら
は
、
東
京
市
立
結
核
療

養
所
で
多
く
の
結
核
屍
を
解
剖
し
、
成
人
肺
結
核
症
の
発
生
機
序
を
明
ら
か
に
し
た
。
岡
と
そ
の
門
下
の
人
々
は
、
最
後
ま
で
結
核
の
専

門
家
で
あ
っ
た
。
結
核
を
専
攻
し
た
人
の
中
か
ら
、
た
と
え
ば
肺
ガ
ン
の
専
門
家
が
生
ま
れ
た
事
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
近
接
の
領
域
へ

の
乗
り
か
え
に
す
ぎ
な
い
。
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
結
核
結
節
を
ひ
と
つ
の
い
と
ぐ
ち
と
し
て
結
合
組
織
を
研
究
し
、
ブ
ラ
ス
テ
ー
マ
の
否
定

へ
と
進
ん
だ
道
は
、
わ
が
結
核
病
理
学
か
ら
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。
ｉ
ひ
と
つ
は
急
性
、
他
は
慢
性
の
感
染
症
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
素
材
か
ら
出
発
し
て
、
そ
の
歩
み
の
中
で
違
う
態
度
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
素
材
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
研
究
者
の
個
性

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
戦
中
・
戦
後
の
日
本
病
理
学
史
の
一
事
実
で
あ
る
。
ｌ
急
性
病
は
、

そ
の
は
っ
き
り
し
た
指
標
性
（
好
発
季
節
、
症
状
、
経
過
）
に
よ
っ
て
、
シ
デ
ナ
ム
以
来
、
ノ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
好
適
な
対
象
で
あ
っ
た
。

慢
性
病
の
ノ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
は
る
か
に
困
難
で
、
病
理
解
剖
の
手
法
を
用
い
た
．
く
り
学
派
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
形
が
整
っ
た
が
、
急
性

病
に
比
べ
て
盗
意
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
病
理
学
の
二
つ
の
傾
向
の
違
い
が
何
に
基
づ
く
の
か
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。
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幸
運
と
も
感
じ
ら
れ
た
。

同
年
四
月
か
ら
、
実
践
女
子
大
学
（
家
政
学
部
）
、
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校
で
講
義
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
し
あ
た
り
医
療
機
関
と
の
関

係
が
う
す
く
な
っ
て
、
医
学
文
献
の
面
で
は
不
便
を
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
時
空
出
版
か
ら
、
エ
・
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
『
旧
約
聖
書
の
医
学
』
、

『
新
約
聖
書
と
タ
ル
ム
ー
ド
の
医
学
』
を
訳
さ
な
い
か
、
と
い
う
お
す
す
め
が
あ
っ
た
。
買
っ
て
、
書
棚
で
眠
っ
て
い
た
本
で
あ
る
。
聖
書
に

親
し
む
絶
好
の
機
会
と
喜
ん
で
、
あ
ま
り
た
め
ら
わ
ず
に
引
き
受
け
た
。
退
職
の
直
後
に
そ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
不
思
議
な
縁
と
も

度
、
機
会
（
学
内

巻
、
三
六
九
頁
）
。

八
七
年
秋
、
秋

エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
旧
約
聖
書
に
つ
い
て
は
カ
ウ
チ
ュ
訳
を
用
い
て
い
る
。
私
は
日
本
聖
書
協
会
の
口
語
訳
、
新
共
同
訳
を
利
用
し
た
。

ド
イ
ツ
語
訳
と
日
本
語
訳
の
対
応
は
、
医
学
用
語
だ
け
見
て
も
、
不
都
合
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
と
も
比
較

し
、
楽
し
い
作
業
に
熱
中
し
た
。
た
ま
た
ま
医
史
学
会
か
ら
発
表
の
お
誘
い
を
受
け
た
の
で
、
「
旧
約
聖
書
の
医
学
用
語
に
つ
い
て
」
と
題
し

う本
◎，

か
け
で
あ
っ
た
。
結
怯

か
、
と
考
え
て
染
た
。

同
年
七
月
に
、
私
心

八
八
年
三
月
に
定
年
退
職
し
た
。
長
く
仕
事
の
場
を
保
証
し
て
下
さ
っ
た
東
京
女
子
医
大
（
吉
岡
博
人
理
事
長
）
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
る

七
定
年
後
ｌ
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
と
Ｉ

七
年
秋
、
秋
山
房
雄
先
生
が
、
富
永
半
次
郎
『
正
覚
に
つ
い
て
』
を
届
け
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
御
好
意
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
思
え
ば
松

諏
訪
先
生
を
始
め
、
富
永
先
生
ゆ
か
り
の
方
灸
に
、
私
は
な
ん
と
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
し
か
も
少
し
し
か
学
ば
な
か
っ
た
だ
ろ

卿
に
、
私
は
綜
説
「
記
号
論
と
し
て
の
病
理
学
」
を
書
い
て
『
東
女
医
大
誌
』
に
投
稿
し
た
（
同
五
七
巻
、
一
九
八
七
）
。
も
う
一

（
学
内
病
理
談
話
会
、
十
一
月
七
日
）
が
あ
っ
た
の
で
、
「
こ
と
ば
と
病
理
」
と
題
し
て
話
を
し
た
（
抄
録
『
東
女
医
大
誌
』
五
八

結
核
は
概
念
を
と
り
囲
む
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
社
会
の
先
入
観
や
設
備
投
資
が
、
生
理
学
を
生
み
に
く
く
し
た
の
で
は
な
い
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病
院
、
み
さ
と
健
和
病
院
か
ら
も
応
援
γ

お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
、
先
輩
、
友
：

お
く
。
（
一
九
九
○
年
二
月
二
十
七
日
）

『
旧
約
聖
書
の
医
学
』
は
訳
し
終
え
た
の
が
十
二
月
八
日
、
見
直
し
た
り
、
訳
注
を
つ
け
た
り
し
て
、
訳
稿
を
編
集
者
に
渡
し
た
の
は
、
年

が
明
け
て
八
九
年
の
四
月
六
日
、
本
が
完
成
し
た
の
は
同
年
十
月
末
で
あ
っ
た
。
『
新
約
聖
書
と
タ
ル
ム
ー
ド
の
医
学
』
は
い
ま
進
行
中
で
あ

る
。
私
は
こ
の
仕
事
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
定
年
後
の
新
し
い
、
自
立
の
生
活
へ
な
ん
と
か
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
間
、
立
川
中
央

病
院
、
み
さ
と
健
和
病
院
か
ら
も
応
援
し
て
頂
い
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
、
先
輩
、
友
人
で
、
す
で
に
世
を
去
ら
れ
た
方
も
多
い
。
い
ま
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
、
御
冥
福
を
祈
っ
て
筆
を

て
、
八
九
年
二
月
の
例
会
で
報
告
し
た
。

（
東
京
女
子
医
科
大
学
名
誉
教
授
）
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